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(百万円未満切捨て)
１．平成28年３月期第３四半期の連結業績（平成27年４月１日～平成27年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年３月期第３四半期 20,881 1.9 398 671.0 424 80.3 79 △90.9

27年３月期第３四半期 20,483 7.2 51 △65.5 235 25.1 879 －
(注) 包括利益 28年３月期第３四半期 △13百万円( －％) 27年３月期第３四半期 725百万円( 89.8％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

28年３月期第３四半期 8.97 －

27年３月期第３四半期 98.87 －
　
　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

28年３月期第３四半期 31,772 21,608 68.0

27年３月期 32,793 21,916 66.8
(参考) 自己資本 28年３月期第３四半期 21,608百万円 27年３月期 21,916百万円
　　
　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年３月期 － 16.00 － 16.00 32.00

28年３月期 － 17.00 －

28年３月期(予想) 20.00 37.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

　 28年３月期期末配当金(予想)の内訳 普通配当 17円00銭 記念配当 3円00銭
　

３．平成28年３月期の連結業績予想（平成27年４月１日～平成28年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 31,700 4.0 1,800 17.2 1,840 12.3 1,070 △34.0 120.24
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 －社（社名） － 、除外 －社（社名） －
　
　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　

(注) 詳細は、【添付資料】４ページ「２．サマリー情報(注記事項)に関する事項（２）四半期連結財務諸表の作成に
特有の会計処理の適用」をご覧ください。

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

(注) 詳細は、【添付資料】４ページ「２．サマリー情報(注記事項)に関する事項（３）会計方針の変更・会計上の見
積りの変更・修正再表示」をご覧ください。

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 28年３月期３Ｑ 9,924,075株 27年３月期 9,924,075株

② 期末自己株式数 28年３月期３Ｑ 1,025,127株 27年３月期 1,025,083株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 28年３月期３Ｑ 8,898,983株 27年３月期３Ｑ 8,899,128株

　
　

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
　この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開
示時点において、四半期連結財務諸表に対するレビュー手続が実施中です。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
　本資料に記載されている業績見通しなどの将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である
と判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の
業績などは様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に
あたっての注意事項などについては、【添付資料】３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業
績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

決算短信 （宝印刷）  2016年01月29日 08時49分 2ページ （Tess 1.40(64) 20150116_01）



コマニー株式会社(7945) 平成28年３月期 第３四半期決算短信

― 1 ―

【添付資料】

○添付資料の目次

１．当四半期決算に関する定性的情報 ……………………………………………………………………２

（１）経営成績に関する説明 ………………………………………………………………………………２

（２）財政状態に関する説明 ………………………………………………………………………………３

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 …………………………………………………３

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項 ………………………………………………………………４

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ……………………………………………４

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ……………………………………………４

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 …………………………………………４

３．継続企業の前提に関する重要事象等 …………………………………………………………………４

４．四半期連結財務諸表 ……………………………………………………………………………………５

（１）四半期連結貸借対照表 ………………………………………………………………………………５

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 …………………………………………７

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 ……………………………………………………………９

（継続企業の前提に関する注記） ……………………………………………………………………９

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ……………………………………………９

５．補足情報 …………………………………………………………………………………………………９

（１）受注及び販売の状況 …………………………………………………………………………………９

決算短信 （宝印刷）  2016年01月29日 08時49分 3ページ （Tess 1.40(64) 20150116_01）



コマニー株式会社(7945) 平成28年３月期 第３四半期決算短信

― 2 ―

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府による積極的な経済政策や金融政策などを背景に、企業

収益の改善や雇用・所得環境の改善が続くなか、景気は緩やかながら回復基調で推移しました。しかしながら、中

国をはじめとした新興国の景気減速などの情勢不安は、少なからず日本経済にも影響を与え、先行き不透明な状況

となっております。

このような情勢のもと、当社はオフィス市場や医療・福祉施設向けの営業活動、新築工事などに対し、当社製品

を設計段階で推薦していただく活動(以下「設計織込活動」という。)を強化し、お客様のニーズに合った提案やサ

ービスの提供を行うことに重点をおき活動いたしました。

オフィス市場におきましては、特に首都圏のオフィス移転工事などを狙いとしたデザイン提案活動や、新築工事

などの設計織込活動を強化した結果、売上高は前年同四半期と比較し6.6％の伸張となりました。医療・福祉施設向

けの活動におきましては、エンドユーザーや設計事務所に対して設計織込活動を積極的に行いましたが、売上高は

前年同四半期と比較し5.8％の減少となりました。その他には、工場用の間仕切り需要が増加し、工場市場の売上高

は前年同四半期と比較し22.2％の伸張となりました。その結果、売上高は208億81百万円(前年同四半期比1.9％増)

となりました。

損益面では、販売単価の改善を進めるとともに、製造部門を中心とした収益管理の強化や原価低減活動に全社を

挙げて取り組んだ結果、売上総利益率は41.0％(前年同四半期比1.0ポイント改善)となり、営業利益は３億98百万円

(前年同四半期比671.0％増)、経常利益は４億24百万円(前年同四半期比80.3％増)、親会社株主に帰属する四半期純

利益は79百万円(前年同四半期比90.9％減)となりました。なお、親会社株主に帰属する四半期純利益が減少した理

由につきましては、前年同四半期に格満林(南京)実業有限公司の全出資持分譲渡に伴い、関係会社株式売却益を計

上したことなどによるものです。

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

① 日本

日本国内におきましては、政府による積極的な経済政策や金融政策などを背景に、企業収益の改善や雇用・所

得環境の改善が続くなか、景気は緩やかながら回復基調で推移しましたが、中国をはじめとした新興国の景気減

速などの情勢不安は、少なからず日本経済にも影響を与え、先行き不透明な状況となっております。その中で、

当社はオフィス市場や医療・福祉施設向けの営業活動、新築工事などの設計織込活動を強化し、お客様のニーズ

に合った提案やサービスの提供を行うことに重点をおき活動いたしました。オフィス市場におきましては、特に

首都圏のオフィス移転工事などを狙いとしたデザイン提案活動や、新築工事などの設計織込活動を強化した結果、

売上高は前年同四半期と比較し6.6％の伸張となりました。医療・福祉施設向けの活動におきましては、エンドユ

ーザーや設計事務所に対して設計織込活動を積極的に行いましたが、売上高は前年同四半期と比較し5.8％の減少

となりました。その他には、工場用の間仕切り需要が増加し、工場市場の売上高は前年同四半期と比較し22.2％

の伸張となりました。その結果、当セグメントの売上高は201億11百万円(前年同四半期比5.8％増)となり、営業

利益は６億68百万円(前年同四半期比392.0％増)となりました。

② 中国

中国国内におきましては、格満林(南京)実業有限公司の譲渡に伴い、生産や営業などの機能を格満林(南京)新

型建材科技有限公司に移管することなどにより、体制を整備してまいりました。新工場の本格稼動に重点をおき

活動してまいりましたが、想定以上に手間取り、順次稼動した生産状況に対応した営業活動を行うこととなった

結果、売上高は７億70百万円(前年同四半期比47.8％減)となりました。損益面につきましては、新工場の稼動準

備に係る経費などが増加した結果、営業損失は２億60百万円(前年同四半期は営業損失82百万円)となりました。
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（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比較し10億21百万円減少の317億72百万円となりま

した。

(資産)

流動資産は、前連結会計年度末と比較し23億47百万円減少の175億35百万円となりました。これは主に、商品及

び製品が８億86百万円増加しましたが、受取手形及び売掛金が17億79百万円、現金及び預金が15億47百万円減少

したことなどによります。固定資産は、前連結会計年度末と比較し13億25百万円増加の142億37百万円となりまし

た。これは主に、建物及び構築物(純額)が１億85百万円減少しましたが、当社塗装工場の増築および中国子会社

の新工場建設などにより、建設仮勘定が10億50百万円、機械装置及び運搬具(純額)が３億31百万円増加したこと

などによります。

(負債)

流動負債は、前連結会計年度末と比較し４億36百万円減少の55億21百万円となりました。これは主に、短期借

入金が２億46百万円増加しましたが、未払法人税等が５億53百万円、賞与引当金が２億35百万円減少したことな

どによります。固定負債は、前連結会計年度末と比較し２億76百万円減少の46億42百万円となりました。これは

主に、長期借入金が２億62百万円減少したことなどによります。

(純資産)

純資産合計は、前連結会計年度末と比較し３億７百万円減少の216億８百万円となりました。これは主に、利益

剰余金が２億13百万円減少したことなどによります。自己資本比率は、前連結会計年度末と比較し1.2ポイント上

昇の68.0％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期の業績予想につきましては、平成27年４月30日に発表しました通期の業績予想に変更はありません。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(税金費用の計算)

当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合

理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただし、当該見積実効税率

を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用する方法によって

おります。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

「企業結合に関する会計基準」(企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。)、「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」とい

う。)及び「事業分離等に関する会計基準」(企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計基

準」という。)等を、第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分

変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上

する方法に変更いたしました。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定

的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財

務諸表に反映させる方法に変更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配

株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間及び

前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44－５項（４）及

び事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首

時点から将来にわたって適用しております。

なお、当第３四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。

３．継続企業の前提に関する重要事象等

該当事項はありません。
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４．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,311 5,763

受取手形及び売掛金 9,646 7,866

商品及び製品 913 1,799

仕掛品 92 149

原材料及び貯蔵品 856 851

繰延税金資産 300 296

その他 807 850

貸倒引当金 △45 △42

流動資産合計 19,882 17,535

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,230 2,044

機械装置及び運搬具（純額） 878 1,209

土地 3,426 3,426

建設仮勘定 1,813 2,864

その他（純額） 132 245

有形固定資産合計 8,480 9,790

無形固定資産

その他 692 787

無形固定資産合計 692 787

投資その他の資産

投資有価証券 2,108 2,011

長期貸付金 53 45

繰延税金資産 569 593

その他 1,040 1,042

貸倒引当金 △33 △33

投資その他の資産合計 3,737 3,658

固定資産合計 12,911 14,237

資産合計 32,793 31,772
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,861 1,926

短期借入金 535 782

未払法人税等 571 18

賞与引当金 636 401

役員賞与引当金 24 24

その他 2,328 2,368

流動負債合計 5,958 5,521

固定負債

長期借入金 1,407 1,144

再評価に係る繰延税金負債 348 348

退職給付に係る負債 2,879 2,896

その他 284 253

固定負債合計 4,919 4,642

負債合計 10,877 10,164

純資産の部

株主資本

資本金 7,121 7,121

資本剰余金 7,412 7,412

利益剰余金 7,129 6,915

自己株式 △948 △948

株主資本合計 20,715 20,501

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 585 520

土地再評価差額金 313 313

為替換算調整勘定 354 311

退職給付に係る調整累計額 △51 △37

その他の包括利益累計額合計 1,201 1,107

純資産合計 21,916 21,608

負債純資産合計 32,793 31,772
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

売上高 20,483 20,881

売上原価 12,293 12,328

売上総利益 8,189 8,553

販売費及び一般管理費 8,138 8,154

営業利益 51 398

営業外収益

受取利息 24 2

受取配当金 22 25

為替差益 51 －

受取賃貸料 12 12

貸倒引当金戻入額 12 1

受取保険金 56 －

その他 56 51

営業外収益合計 235 93

営業外費用

支払利息 15 24

持分法による投資損失 0 0

為替差損 － 3

売上割引 15 15

減価償却費 10 9

その他 10 14

営業外費用合計 51 67

経常利益 235 424

特別利益

固定資産売却益 － 0

関係会社株式売却益 767 －

特別利益合計 767 0

特別損失

固定資産売却損 0 －

固定資産除却損 9 3

特別損失合計 10 3

税金等調整前四半期純利益 992 421

法人税等 112 269

過年度法人税等 － 71

四半期純利益 879 79

親会社株主に帰属する四半期純利益 879 79
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

四半期純利益 879 79

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 145 △65

為替換算調整勘定 △342 △42

退職給付に係る調整額 41 14

その他の包括利益合計 △154 △93

四半期包括利益 725 △13

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 725 △13

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較し著しい変動がありません。

５．補足情報

（１）受注及び販売の状況

① 受注実績

当第３四半期連結累計期間における受注実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

　

セグメントの名称 受注高(百万円)
前年同四半期比

(％)
受注残高(百万円)

前年同四半期比
(％)

日本 24,338 108.4 12,283 118.2

中国 863 75.3 1,113 313.7

合計 25,202 106.8 13,397 124.7

(注) １ セグメント間取引については、相殺消去しております。

２ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

② 販売実績

当第３四半期連結累計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

　

セグメントの名称 販売高(百万円) 前年同四半期比(％)

日本 20,111 105.8

中国 770 52.2

合計 20,881 101.9

(注) １ セグメント間取引については、相殺消去しております。

２ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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